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ら
離
れ
て
見
え
て

き
た
大
事
な
こ
と

…
…
。
近
著
『
似

合
わ
な
い
服
』

（
ミ
シ
マ
社
・
本

体
１
５
０
０
円
＋

税
）
で
は
、
そ
れ

ら
を
思
う
ま
ま
に

つ
づ
っ
て
い
る
。

　「
編
み
物
が
カ

タ
カ
タ
と
自
分
の

意
思
そ
っ
ち
の
け
で
進
め
ら

れ
る
。
異
常
な
細
胞
が
美
し

い
編
目
で
編
ま
れ
、
誇
ら
し

げ
に
人
間
の
体
に
ま
と
わ
り

つ
く
」。
が
ん
を
そ
ん
な
ふ

う
に
表
現
し
て
い
る
。

　「
自
分
は
な
ぜ
が
ん
に
な

っ
た
の
か
」。
本
編
を
貫
く

自
問
自
答
の
数
々
。
編
集
者

時
代
、
六
本
木
に
あ
る
自
宅

近
く
の
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店

で
ゲ
ラ
（
校
正
刷
り
）
を
見

な
が
ら
朝
食
を
と
り
、
通
勤

は
自
家
用
ベ
ン
ツ
で
、
と
い

う
毎
日
だ
っ
た
。

　
当
初
は
、
発
病
の
原
因
を

会
社
時
代
の
過
食
や
ス
ト
レ

ス
、
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
た
時

間
や
お
金
の
使
い
方
に
あ
っ

た
の
で
は
と
考
え
た
が
、
も

　
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
９
号

館
１
階
の
正
面
玄
関
は
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
発
着
所

に
も
な
っ
て
い
る
の
で
、

毎
日
多
く
の
学
生
と
教
職

員
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

そ
の
右
端
に
は
図
書
館
荷

物
の
搬
入
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の

場
所
で
ツ
バ
メ
が

毎
年
子
育
て
を
し

ま
す
。

　
ツ
バ
メ
は
人
の

出
入
り
の
多
い
場

所
に
巣
作
り
を
す

る
よ
う
で
す
。

こ
れ
は
、
カ
ラ

ス
や
猫
な
ど
の
外
敵
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
、
人
間

を
ガ
ー
ド
マ
ン
の
代
わ
り

に
利
用
し
て
い
る
か
ら
だ

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

実
際
、
９
号
館
で
ツ
バ
メ

が
巣
作
り
を
す
る
場
所
の

す
ぐ
横
に
は
守
衛
室
が
あ

り
、
守
衛
さ
ん
が
24
時
間

３
６
５
日
、
キ
ャ
ン
パ
ス

の
安
全
を
確
保
し
て
い
ま

す
。
ま
た
ツ
バ
メ
が
巣
作

り
を
し
て
い
る
の
は
防
犯

カ
メ
ラ
の
上
な
の
で
す
。

賢
い
ツ
バ
メ
は
、
キ
ャ
ン

パ
ス
内
で
最
も
安
全
な
場

所
を
見
つ
け
て
、
子
育
て

を
し
て
い
る
ん
で
す
ね
?!

　
防
犯
カ
メ
ラ
の
上
の
巣

は
高
い
位
置
に
あ
る
た

め
、
中
の
雛ひ

な

を
下
か
ら
観

察
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ

た
で
す
。
で
も
こ
れ
以
外

の
２
つ
の
つ
が
い
は
巣
を

低
い
位
置
に
作
っ
た
た

め
、
子
育
て
の
様
子
を
間

近
で
観
察
で
き
ま
し
た
。

２
つ
の
巣
で
は
雛
が
餌
を

ね
だ
る
愛
く
る
し
い
様
子

が
つ
ぶ
さ
に
観
察
で
き
、

癒
や
さ
れ
ま
し
た
。
親
ツ

バ
メ
の
方
は
天
井
の
低
い

荷
物
搬
入
ス
ペ
ー
ス
内
で

ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
飛
行
を
披

露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
小

さ
な
雛
が
巣
か
ら
落
ち
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

雛
の
成
長
を
見
守
っ
て

い
た
心
優
し
い
職
員
の
方

が
、
気
が
つ
い
て
す
ぐ
に

巣
に
戻
し
た
と
こ
ろ
、
元

気
に
成
長
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
ツ
バ
メ
は
渡
り
鳥
で
、

９
月
中
旬
か
ら
10
月
下
旬

の
頃
、
南
の
暖
か
い
台
湾

や
豪
州
へ
と
旅
立
ち
ま

す
。「
ツ
バ
メ
が
巣
を
か

け
る
家
は
栄
え
る
」
と
も

言
わ
れ
ま
す
。
来
年
の
春

に
ツ
バ
メ
た
ち
が
戻
っ
て

く
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し

て
い
ま
す
。 

（
学
生
部
）

ツバメの子育て

ア
ド
ニ
ス
81
号
刊
行

　
校
友
会
誌
「
ア
ド
ニ
ス
」

81
号
の
主
な
内
容
▽
校
友
会

創
立
１
３
０
周
年
記
念
式
典

〈
行
政
書
士
鳳
会
総
会
〉

▽
10
月
18
日
（
水
）
18
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
市
ケ
谷
駅
か
ら
徒
歩

２
分
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ

谷
」
旴
中
尾
聡
氏
☎
03
・
６

８
１
１
・
１
２
４
０

〈
阿
賀
北
支
部
総
会
〉

▽
10
月
21
日
（
土
）
18
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
新
発
田
駅
か
ら
徒
歩

15
分
「
金
子
屋
別
館
」
旴
中

澤
浩
二
氏
☎
０
９
０
・
２
４

７
４
・
３
１
２
３

〈
東
消
お
お
と
り
会
総
会
〉

２
０
１
７
年
度
春
の
叙
勲

◇
旭
日
中
綬
章

岡
村
泰
明
氏
（
昭
42
経
済

地
方
自
治
功
労
）

募金局からのお願い

　専修大学は2019年に創立140年を
迎えます。また、石巻専修大学も18
年に創立30年を迎えます。学校法人
専修大学では、さらなる飛躍と発展

を期すため「専修大学創立140年・
石巻専修大学創立30年記念事業募
金」（募集期間５年間）を設け、広

く募集を行っております。

　皆様方の温かいご支援、ご協力を

賜りますようよろしくお願い申し上

げます。

　お申し込み、お問い合わせは「専

修大学募金局」（☎03・3265・3157）
へお願い申し上げます。

公
開
講
座
情
報

法
学
研
究
所
「
学
生
と
市
民

の
た
め
の
公
開
講
座
」

　「
現
場
か
ら
の
法
律
学
・

政
治
学
」
第
２
シ
リ
ー
ズ

（
全
３
回
）。各
テ
ー
マ
に
沿

い
、
報
告
者
と
本
学
教
員
が

論
じ
合
う
。

▽
日
時
・
テ
ー
マ
・
会
場

第

１
回
・
10
月
21
日
「
日
本
の

人
道
援
助
活
動
の
現
状
と
課

題
」
５
７
１
教
室
／
第
２
回

・
11
月
25
日
「
自
治
体
に
お

け
る
多
文
化
共
生
の
取
り
組

み
」
２
０
４
教
室
／
第
３
回

・
12
月
９
日
「
精
神
障
害
と

犯
罪
」５
７
１
教
室
。い
ず
れ

も
土
曜
日
の
14
〜
16
時
、
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
※
入
場
無
料

旴

法

学

研

究

所

事

務

局

E-mail

‥houken@isc.

senshu-u.ac.jp

☎
03
・
３

２
６
５
・
６
８
８
８

大
学
院
経
済
学
研
究
科
政
策

科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
働
き

方
改
革
と
日
本
経
済
」

▽
日
時

10
月
30
日
（
月
）

14
時
30
分
〜
18
時
▽
会
場

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
７
３
１
教

室
▽
基
調
講
演

山
田
久
氏

（
日
本
総
合
研
究
所
理
事
）

▽
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン

安
藤
至
大
氏
（
日
本
大

学
総
合
科
学
研
究
所
准
教

授
）
／
宮
本
光
晴
経
済
学
部

教
授
／
鈴
木
奈
穂
美
経
済
学

部
准
教
授
▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
・
司
会

櫻
井
宏
二
郎

経
済
学
部
教
授

※
要
申
し
込
み
。
入
場
無
料

旴
大
学
院
事
務
課
（
生
田
）

☎
０
４
４
・
９
１
１
・
１
２

７
１
（
神
田
）
☎
03
・
３
２

６
５
・
６
５
６
８

情
報
科
学
研
究
所
公
開
講
座

Ｉ
Ｔ
×
も
の
づ
く
り
入
門

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ

て
工
作
を
体
験
し
て
み
よ

う
！
」

▽
日
時

11
月
４
日
（
土
）

13
〜
16
時
▽
会
場

生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
９
号
館
４
階
▽
対

象

小
学
校
高
学
年
以
上

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

※
要
申
し
込
み
（
定
員
30

人
）。
締
め
切
り
10
月
19
日

旴
情
報
科
学
セ
ン
タ
ー
☎
０

４
４
・
９
１
１
・
１
２
３
７

E-mail

‥koukai-kouza@

isc.senshu-u.ac.jp

大
学
院
公
開
講
座
「
経
済
学

ア
ラ
カ
ル
ト
｜
経
済
学
で
読

み
解
く
経
済
問
題
｜
」

▽
日
時
・
講
師

11
月
10
日

・
湯
元
健
治
日
本
総
合
研
究

所
副
理
事
長(
経
済
学
研
究

科
客
員
教
授)

／
17
日
・
内

川
秀
二
経
済
学
部
教
授
／
24

日
・
鈴
木
将
覚
経
済
学
部
教

授
／
12
月
１
日
・
中
村
吉
明

経
済
学
部
教
授
。
い
ず
れ
も

金
曜
日
の
18
時
30
分
〜
20
時

▽
会
場

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

７
３
１
教
室

※
要
申
し
込
み
。
入
場
無
料

旴
大
学
院
事
務
課
（
神
田
）

☎
03
・
３
２
６
５
・
６
５
６
８

E-mail

‥gkouza22 @acc.

senshu-u.ac.jp

多
摩
区
・
３
大
学
連
携
協
議

会
「
多
摩
区
３
大
学
コ
ン
サ

ー
ト
〜
水
と
緑
と
学
び
の
ま

ち
〜
」

　
専
大
三
曲
研
究
会
の
ほ
か

日
本
女
子
大
学
、
明
治
大
学

の
音
楽
サ
ー
ク
ル
が
出
演
。

▽
日
時

11
月
11
日
（
土
）

14
時
〜
▽
会
場

川
崎
市
多

摩
市
民
館
ホ
ー
ル

※
入
場
無
料

旴
多
摩
区
役
所
企
画
課
☎
０

４
４
・
９
３
５
・
３
１
４
７

第
１
６
６
回
国
際
交
流
特
別

講
演
会
「
や
さ
し
い
英
語
に

よ
る
経
済
学
講
座
」

　
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
リ
ム
経

済
学
部
海
外
客
員
教
授
（
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
　
ワ
イ
カ

ト
大
学
）に
よ
る
５
回
講
演
。

▽
日
時

①
11
月
11
日
②
18

日
③
25
日
④
12
月
２
日
⑤
９

日
。
い
ず
れ
も
土
曜
日
の
10

時
〜
11
時
30
分
▽
会
場

生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
教
室
未
定

※
要
申
し
込
み
。入
場
無
料
。

旴
国
際
交
流
事
務
課
☎
０
４

４
・
９
１
１
・
１
２
５
０

E-mail

‥iaffairs@acc.

senshu-u.ac.jp

第
20
回
自
然
科
学
研
究
所
公

開
講
演
会
「
現
地
観
測
か
ら

わ
か
る
こ
と
〜
地
面
か
ら
富

士
山
頂
ま
で
〜
」

▽
日
時

11
月
18
日
（
土
）

13
時
30
分
〜
16
時
▽
会
場

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
２
号
館
ラ

ー
ニ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
２
１
１

▽
講
師
・
演
題

赤
坂
郁
美

文
学
部
准
教
授
「
身
近
な
気

候
の
変
化
」
／
土
器
屋
由
紀

子
氏
（
江
戸
川
大
学
名
誉
教

授
）「
雲
の
上
で
と
ら
え
る

環
境
変
化
」
※
入
場
無
料

旴
自
然
科
学
研
究
所
☎
０
４

４
・
９
１
１
・
０
５
８
８

　「
今
が
と
て
も
充
実
し
て

い
て
書
く
こ
と
が
楽
し
く
て

仕
方
が
な
い
の
で
す
」
。
20

年
間
、
編
集
者
と
し
て
出
版

業
界
の
第
一
線
で
活
躍
し
て

き
た
山
口
ミ
ル
コ
さ
ん

写

真

（
昭
63
文
）。
本
を
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
側
か
ら
書

く
側
に
な
り
、
著
述
家
と
い

う
第
二
の
人
生
を
歩
ん
で
い

る
。

　
２
０
０
９
年
、
会
社
を
退

職
の
際
、
思
い
も
か
け
な
い

乳
が
ん
の
告
知
が
あ
っ
た
。

大
病
を
経
験
し
て
生
じ
た
疑

問
や
葛
藤
、
時
代
の
潮
流
か

山口ミルコさん

『似合わない服』
探
偵
太
宰
治

上
野
歩
著

　
太
宰
治
で
純
文
学
を
書

き
、
黒
木
舜
平
の
名
で
探
偵

小
説
を
書
く
。
そ
う
や
っ
て

二
足
の
わ
ら
じ
を
履
く
わ
け

だ
（「
本
文
」
よ
り
）。
削
り

屋
、
型
屋
、
鳴
物
師
と
い
っ

た
〝
意
外
性
〞
あ
る
人
物
が

主
人
公
と
な
る
ス
ト
ー
リ
ー

で
人
気
の
作
家
・
上
野
歩
さ

ん
（
昭
63
文
）
が
、
今
回
は

あ
の
「
太
宰
治
」
を
探
偵
と

し
て
登
場
さ
せ
た
。

　
主
人
公
・
津
島
修
治
（
太

宰
治
）
は
、
行
方
不
明
事
件

を
次
々
に
解
決
す
る
一
方

で
、
自
分
の
中
の
何
か
を
失

っ
て
い
く
。
そ
し
て
周
り
の

期
待
に
応
え
た
い
気
持
ち
と

裏
腹
に
、
自
ら
が
あ
れ
こ
れ

と
問
題
を
起
こ
し
て
し
ま

う
。
ま
る
で『
人
間
失
格
』
の

主
人
公
の
よ
う
で
も
あ
る

が
、
修
治
は
心
機
一
転
、
作

家
と
し
て
の
成
功
を
も
く
ろ

ん
で
難
事
件
を
解
決
す
べ
く

動
い
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

　
探
偵
小
説
で
あ
り
な
が

ら
、
青
春
物
語
と
し
て
本
当

の
「
人
間
・
太
宰
治
」
の
魅

力
も
描
い
て
い
る
異
色
作

だ
。
井
伏
鱒
二
、
檀
一
雄
ら

実
在
の
有
名
作
家
と
の
対
話

シ
ー
ン
も
あ
り
、
太
宰
フ
ァ

ン
や
日
本
文
学
フ
ァ
ン
に
と

っ
て
も
楽
し
め
る
一
冊
に
な

っ
て
い
る
。

（
文
芸
社
文
庫
Ｎ
Ｅ
Ｏ
・
本

体
６
４
０
円
＋
税
）

思
索
の
旅
で
見
え
て
き
た
大
事
な
こ
と

貝
瀬
健
氏
☎
０
８
０
・
６
５

５
４
・
６
７
６
４

〈
江
東
支
部
総
会
〉

▽
11
月
11
日
（
土
）
18
時
〜

▽
東
京
メ
ト
ロ
東
陽
町
駅
か

ら
徒
歩
７
分
「
ホ
テ
ル
イ
ー

ス
ト
21
東
京
」
旴
坂
口
文
哉

氏
☎
０
９
０
・
１
４
３
７
・

９
７
８
０

〈
静
岡
県
支
部
連
合
会
総

会
〉

▽
11
月
11
日
（
土
）
11
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
か
ら
徒
歩
５

分
「
ク
ー
ポ
ー
ル
会
館
」
※

10
時
か
ら
馳
浩
氏
の
講
演
旴

大
村
和
芳
氏
☎
０
５
５
・
９

４
８
・
６
５
９
９

〈
山
梨
県
支
部
総
会
〉

▽
11
月
11
日
（
土
）
18
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
甲
府
駅
か
ら
車
10
分

「
甲
府
富
士
屋
ホ
テ
ル
」
旴

▽
11
月
４
日
（
土
）
正
午
〜

▽
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
「
グ
リ

ー
ン
ト
ッ
プ
」
旴
住
田
信
治

氏
☎
０
９
０
・
４
５
２
０
・

７
７
０
８

〈
新
宿
支
部
総
会
〉

▽
11
月
７
日
（
火
）
18
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
か
ら
徒

歩
１
分
「
橙
家
」
旴
下
村
治

行
氏
☎
０
９
０
・
６
１
６
９

・
４
５
４
３

〈
３
７
会
総
会
〉

▽
11
月
10
日
（
金
）
15
時
〜

▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
15
階

「
報
恩
の
間
」
旴
荒
井
勇
三

郎
氏
☎
０
９
０
・
２
６
２
１

・
７
７
１
９

〈
中
越
支
部
黒
門
会
総
会
〉

▽
11
月
11
日
（
土
）
15
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
長
岡
駅
か
ら
徒
歩
10

分
「
料
亭
か
も
川
別
館
」
旴

▽
10
月
28
日
（
土
）
17
時
30

分
〜
▽
福
岡
市
地
下
鉄
中
州

川
端
駅
直
結
「
ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
福
岡
」
※
18
時
か
ら
日

髙
義
博
理
事
長
の
講
演
旴
真

鍋
秀
泰
氏
☎
０
９
０
・
７
４

６
６
・
８
３
２
６

〈
北
九
州
支
部
総
会
〉

▽
10
月
28
日
（
土
）
17
時
30

分
〜
▽
福
岡
市
地
下
鉄
中
州

川
端
駅
直
結
「
ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
福
岡
」
旴
原
田
雅
宏
氏

☎
０
９
０
・
６
６
３
２
・
６

１
５
６

〈
城
南
支
部
総
会
〉

▽
10
月
28
日
（
土
）
13
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
品
川
駅
か
ら
徒
歩
２

分
「
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
」
旴
宇
治
眞
人
氏
☎
０
９

０
・
７
１
８
５
・
８
２
１
２

〈
中
野
支
部
総
会
〉

▽
10
月
28
日
（
土
）
17
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
中
野
駅
か
ら
徒
歩
３

分
「
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
」
旴

髙
﨑
孝
夫
氏
☎
０
９
０
・
４

０
２
８
・
３
２
２
２

〈
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
グ
リ
ー
ク

ラ
ブ
支
部
総
会
〉

▽
11
月
４
日
（
土
）
正
午
〜

▽
東
京
メ
ト
ロ
大
手
町
駅
直

結
「
経
団
連
ホ
ー
ル
」
旴
長

岡
宏
明
氏
☎
０
９
０
・
２
４

０
７
・
６
９
３
４

〈
珊
瑚
会
総
会
〉

▽
10
月
27
日
（
金
）
18
時
〜

▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
15
階

「
報
恩
の
間
」
旴
伊
藤
幸
永

氏
☎
０
９
０
・
１
６
０
５
・

１
４
７
７

〈
広
島
支
部
総
会
〉

▽
10
月
27
日
（
金
）
18
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
広
島
駅
直
結

「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広

島
」
旴
井
口
幸
路
氏
☎
０
８

２
・
２
３
２
・
６
３
１
５

（
井
口
家
具
百
貨
店
内
）

〈
九
州
連
合
会
総
会
〉

▽
10
月
28
日
（
土
）
16
時
30

分
〜
▽
福
岡
市
地
下
鉄
中
州

川
端
駅
直
結
「
ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
福
岡
」
旴
郷
之
原
茂
樹

氏
☎
０
９
０
・
８
３
９
３
・

４
５
９
６

〈
福
岡
支
部
総
会
〉

っ
と
深
い
と
こ
ろ
に
起
因
す

る
と
気
が
付
く
。「
自
分
を

見
つ
め
切
る
こ
と
で
答
え
が

出
ま
し
た
」

　
デ
ビ
ュ
ー
作
は
壮
絶
な
闘

病
の
日
々
を
著
し
た
『
毛

の
な
い
生
活
』（
２
０
１
２

年
）
で
、
本
編
は
３
作
目
。

著
述
業
の
傍
ら
、
大
学
の
非

常
勤
講
師
と
し
て
、
マ
ス
コ

ミ
を
希
望
す
る
学
生
に
編
集

に
つ
い
て
教
え
る
こ
と
も
。

「
勉
強
に
な
り
ま
す
。
私
自

身
の
見
直
し
に
な
り
ま
す
か

ら
」

　
会
社
を
辞
め
て
故
郷
千
葉

に
帰
り
生
活
が
一
変
。
幼
な

じ
み
と
の
再
会
、
家
族
の
愛

情
、
豊
か
な
自
然
に
癒
や
さ

れ
た
。「
も
う
あ
の
時
代
に

戻
ろ
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
」

と
、
に
こ
や
か
に
話
す
山
口

さ
ん
だ
が
、
次
回
の
テ
ー
マ

は
「
会
社
時
代
の
こ
と
」
と

決
め
て
い
る
。
思
索
の
旅
は

続
く
。

お
よ
び
校
友
会
定
時
総
会
２

０
１
７
▽「
わ
れ
ら
専
修
人
」

筑
波
銀
行
取
締
役
会
長
の
植

木
誠
さ
ん（
昭
52
商
）、
キ
ッ

コ
ー
マ
ン
総
合
病
院
看
護
部

長
の
長
坂
奎
英
さ
ん
（
平
９

法
）▽「
体
育
会
監
督
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
」
陸
上
競
技
部
の
長

谷
川
淳
監
督（
平
19
経
済
）。

宮
坂
孝
一
氏
☎
０
９
０
・
３

０
０
６
・
２
９
６
９
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SINCE 1887
祝・校友会創立130周年

開催報告

専修大学校友会
創立130周年
記念式典 ＆
定時総会2017
われら専修人

植木 誠
筑波銀行 取締役会長

長坂奎英
キッコーマン総合病院看護部長

平成29年度 
年会費納入者一覧（第3弾）
体育会監督インタビュー

長谷川 淳 陸上競技部

巻頭特集
専修大学校友会
創立130周年 
特別講演

青年よ、大学を
あきらめるな！

「J-HECS」の
実現を目指す
前衆議院議員

馳 浩


